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ステージ上では、舞踊、ダンス、カラオケが

長肩話題★あれこれ
●記事|ま、2・ 3中 4買にあります

今回の散策は、自由神社周辺     フラワーサークル「お花の教室」      「私の趣味」井上喜久夫さん

★長房住民協のホームベージ,・ ‐““「長房市民センター住民協議会だよりJで検索してください。

「ふ
れ
あ
い
端
午
ま
つ
り
」
を
振
り
返
っ
て

長
一房
地
域
住
民
協
議
会
会
長

　

　

松

葉

浩

充

今
年
も
大
勢
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、
昨
年
に
も
増
し
て
盛
大

に
開
催
で
き
ま
し
た
。

四
月
十
四
日
の
こ
い
の
ば
り
掲
揚
後
、
例
年
の
様
に
保
育
園
、
幼

稚
園
、
老
人
ホ
ー
ム
の
方
々
や
遊
歩
道
散
歩
の
方
に
新
緑
と
合
わ
せ

て
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
。

ま
つ
り
期
間
中
は
各
メ
デ
ィ
ア
で
の
取
り
上
げ
な
ど
で
盛
況
で
し

た
。
た
だ
初
日
四
日
の
後
半
は
天
候
が
す
ぐ
れ
ず
ち
ょ
っ
と
残
念
で

し
た
。
子
ど
も
の
日
は
見
事
な
五
月
晴
れ
で
し
た
。
事
故
や
ト
ラ
ブ

ル
も
無
く
で
き
た
の
は
、
関
係
各
位
の
協
力
の
お
か
げ
で
す
。
特
に

交
通
安
全
協
会
の
皆
様
に
は
感
謝
い
た
し
ま
す
。

倉
橋
音
楽
士
の
談
唱
は
大
い
に
楽
し
め
ま
し
た
。
富
士
森
高
校
ダ

ン
ス
部
、
横
山
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
公
演
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
会

場
内
が

一
体
と
な

っ
て
元
気
と
楽
し
さ
を
も
ら
い
ま
し
た
。
昼
食
時

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は
お
代
り
続
出
で
担
当
者
も
て
ん
て
こ
舞
い
。
舞
踊

も
カ
ラ
オ
ケ
も
参
加
者
が
増
え
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
´
舞
台
飾
り

も
最
高
で
し
た
。
作
品
展
も
充
実
さ
を
増
し
、
初
参
加
の
本
彫
り
の

会
も
好
評
で
し
た
。
模
擬
店
は
初
日
は
や
や
元
気
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
二
日
目
で
挽
回
し
ま
し
た
。
子
ど
も
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
よ
ろ
い
姿
で
の
写
真
、
折
り
紙
教
室
、
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
、

そ
し
て
ふ
あ
ふ
あ
水
族
館
、
お
菓
子
や
ヨ
ー
ヨ
ー
の
配
布
な
ど
で
あ

ち
こ
ち
で
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

十
連
体
の
影
響
は
あ
ま
り
感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト

が
継
続
で
き
る
の
は
、
住
民
協
メ
ン
バ
ー
、
各
町
会

ｏ
自
治
会
か
ら

の
協
力
者
、
安
協
の
皆
さ
ん
、
富
士
森
高
校
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
部
の

生
徒
さ
ん
、
新
地
町
会
の
皆
さ
ん
、
市
民
セ
ン
タ
ー
職
員
、
更
に
今

年
も
地
域
の
若
者

・
若
手
、
消
防
団
員
の
協
力
が
あ
り
大
き
な
戦
力

で
し
た
。
協
力
者
は
延
べ
８
５
０
名
で
し
た
。
ぁ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

理
事
会
で
の
反
省
や
皆
さ
ん
か
ら
の
声
も
取
り
入
れ
て
安
全
に
継

続
し
て
い
け
る
よ
う
進
め
て
行
き
ま
す
。

今年大人気だったよろいコスプレ

フラワーサークル「お花の教室」今回の散策は、自由神社周辺
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長
房
町
会
の
納
涼
祭
の
会
場
で

こ
こ
で
神
輿
の
渡
御
を
し
ま
す
。

神
輿
に
長
房
の
総
鎮
守
白
山
さ
ま

の
入
魂
式
を
行
い
ま
す
。
今
回
は

そ
の
白
山
神
社
に
お
参
り
し
て
周

辺
を
散
策
し
ま
し
ょ
う
。

十
二

多
摩
御
陵
と
南
浅
川
沿
い
の
道

を
進
み
高
尾
街
道
の
橋
を
く
ぐ
り

旧
街
道
の
信
号
を
直
進
し
ま
す
。

途
中
左
手
に
小
さ
な
お
堂
が
あ
り
、

『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
記
載

さ
れ
た
「下
長
房
小
名
鳥
取
に
御

嶽
社
あ
り
」
と
言
わ
れ
た
お
堂
と

思
わ
れ
ま
す
。
呼
び
名

の
鳥
取

（と
ど
り
）
は
廿
里
と
さ
れ
、
鎌

倉
と
秩
父
の
道
の
り
約
８０
ｋｍ
の
中

間
で
１０
里
十
１０
里

（
１
里
を
４
ｋｍ

異様に大きな狛犬
辱
の
総
鎮
キ
の
社

「台
出
神
社
」
と
周
通

長
房
町
会

　
伊
藤

完

と
し
て
２０
里
）
を
呼
び
名
に
し
た

と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
北
側
の

丘
陵
に
多
摩
森
林
科
学
園
の
旧
本

館
が
見
え
ま
す
。
こ
の
場
所
は
北

条
氏
照
が
滝
山
城
主
の
と
き
の
砦

「廿
里
城
」
で
す
。
永
禄
十
二
年

貧
３
８
武
田
信
玄
が
滝
山
城
を
昭

島
方
面
か
ら
攻
め
、
配
下
の
岩
殿

山
城
主
小
山
田
信
茂
が
小
仏
峠
を

越
え
て
廿
里
の
北
条
軍
を
攻
め
落

と
し
ま
し
た
。

台
占
神
社

南
浅
川
沿
い
に
西
に
歩
き
ま
す
。

白
山
神
社
の
鳥
井
が
右
に
見
え
ま

す
。
神
社
誌
に
享
徳
三
年
貧
ぶ
じ

加
賀
の

一
宮
を
勧
請
、
明
応
七
年

貧
お
じ
再
建
、
天
文
二
十
二
年
貧

Ы
じ
大
石
氏
に
よ
り
社
殿
を
造
営
、

寛
文
十

一
年
貧
霧
じ
社
領
十
四
石

一
斗
を
賜
る
と
あ
り
ま
し
た
。

平
成
六
年
貧
８
じ
麓
に
本
殿
が
新

築
さ
れ
ま
し
た
。
旧
本
殿
は
急
な

坂
・
石
段
を
登
り
ま
す
。
大
き
な

狛
犬
が
こ
ち
ら
を
呪
ん
で
い
ま
す
。

金
畜
キ

川
が
大
き
く
カ
ー
ブ
し
ま
す
。

こ
れ
は
川
原
宿
が
南
浅
川
の
氾
濫

を
避
け
る
た
め
万
治
年
間
貧
８
∞

～
２
）
代
官
設
楽
杢
左
衛
門
が
治

水
工
事
を
し
た
跡
で
す
。
そ
の
先

に
観
音
堂
が
あ
り
右
に
曲
が
り
坂

を
登
る
と
費
生
山
観
音
院
金
南
寺

の
山
門
で
す
。
高
尾
山
薬
王
院
の

末
寺

で
歴
史
も
古
く
貞
治
三
年

貧
〓
じ

に
開
山
さ
れ
本
尊
は
十

一
面
観
音
と
あ
り
ま
す
。
大
伽
藍

の
本
堂
は
明
治
二
十
七
年
に
間
借

り
し
て
い
た
浅
川
役
場
の
事
件
で

火
災
に
あ
い
焼
失
。
昭
和
四
十
二

年
現
在
の
場
所
に
新
築
復
帰
し
た

そ
う
で
す
。

本
堂
の
前
で
か
な
リ
リ
ア
ル
な
象

の
像
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

戻
り
ま
す
が
川
傍
の
観
音
堂
は

小
仏
関
所
で
犯
罪
を
犯
し
た
人
の

処
刑
場
の
跡
だ
そ
う
で
す
。

両
界
嬌

甲
州
街
道
二
十
号
線
に
出
た
左

の
橋
が
両
界
橋
で
す
。
名
前
の
由

「

‥ ‐ H‐ H‐ H‐ H‐ H‐ ● ● ‐ H‐ H‐ H‐ 口 =‐ H■ ■ ■ 凛 H目 ■ 員 凛 壼 凛 H日 =H‥ 竃 ■ 日 颯 ■
■

H■

ふれあい館での研修会

「
孤
独
死
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
て

来
は
、

①
こ
の
橋
が
村
境
で
あ

っ
た

②
処
刑
場
そ
ば
で
あ
の
世
と
こ
の

世
の
境
で
あ
る
。

③
高
尾
山
の
聖
域
と
俗
界
の
境
で

あ
る
。

と
、
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
ＪＲ
中
央
線
の
橋
が
上
を
通
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
傍
を
左
に
入
り

どうしてここに象が?

〈支
え
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
研
修
会

都
営
長
房
団
地
の
出
∞
番
地

内
の
二
つ
の
自
治
会
が
、
次
第

に
増
加
し
て
き
た

「孤
独
死
」

を
、
何
と
し
て
も
な
く
し
た
い

と
願
い
、
平
成
２４
年
末
か
ら
準

備
し
、
翌
年
１０
月
か
ら
活
動
を

開
始
し
た
、
見
守
り
活
動
に
よ

り
、
翌
年
に
は
ゼ

ロ
に
な
り
ま

し
た
。

見
守
り
を
希
望
す
る
方

々
の

日
常
に
異
変
を
見

つ
け
た
際
に

は
、
直
ち
に
２４
時
間
対
応
の

〈包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
房
〉

に
連
絡
す
れ
ば
、
親
族
や
、

民
生
委
員
、
公
的
機
関
と
連

携
し
、
対
応
し
て
く
だ
さ
る

こ
と
が
強
力
な
支
え
で
す
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
年
度

が
変
わ

っ
て
も

「支
え
あ
い

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
事
業
と
し

て
引
き
継
が
れ
、
協
力
者
も

研
修
を
う
け
て
、
こ
れ
に
応

え
て
、　
一
人
寂
し
く
亡
く
な

る
隣
人
を
だ
さ
な
い
よ
う
に
、

手
を
繋

い
で
き
ま
し
た
。
今

年
度
も
、
５
月
２５
日
に
、
ふ

れ
あ
い
館
で
研
修
会
が
行
わ

れ
、

９８
名
が
受
講
し
、
新
た

な
活
動
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

限
り
な
く
ゼ

ロ
を
目
指
し
て
。

西
ア
パ
ー
ト
連
合

西
山
典
明

中央本線の前身、甲武鉄道跡
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ま
す
。
す
る
と
レ
ン
ガ
造
り
の

隧
道
が
あ
り
ま
す
。
甲
武
鉄
道

の
な
ご
り
で
す
。

ま
た
、
長
房
を
離
れ
ま
し
た

が
、
南
浅
川
上
流

の
散
歩
は
い

か
が
で
す
か
。

「

・・ ~・・ ~・・ 口・・ ―・・ ―・・ ―・ ■― ■■―・・ ―・・ ―・・ ―・・ ―・・ ―・ 口
¬

L..___・ ・―・・―・・…口●―口■―■■―― ―― ―・・―・・―日■―■■」

西
団
地
。
多
目
的
広
場
で
お
花
見
の
集
い

３
月
２４
日
、
お
花
見
の
集

い
が
あ

り
ま
し
た
。
当
日
は
３
０
０
人
を
超

す
参
加
が
あ
り
、
桜
は
ま
だ
曹
で
し

た
が
、
受
け
付
け
開
始

の
時
間
に
は

長
蛇
の
行
列
に
な

っ
て
い
ま
し
た
。

焼
き
そ
ば
や

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な

ど
の
模
擬
店
は
大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

子
ど
も
に
は
風
船

の
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
、
家
族
連
れ
で
楽
し
め
る
催
し
で

し
た
。
手
作
り
の
舞
台
で
は
青
空
カ

ラ
オ
ケ
大
会
や
抽
選
会
が
賑
や
か
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

西
団
地
連
合
自
　
　
小
岩
　
博

心を和ませてくれる
三味線の音色

船田町会 井上喜久夫 さん

井上さんはセンターの 「端午まつ り」の

鯉のばりの設置や、町会の納涼祭の櫓組み

などの際には、自ら作業車や重機を駆つて

陣頭指揮する井上土木興業の棟梁です。井

上さんが三味線を始めたのは5、 6年前、生

演奏を聴いたのがきっかけだといいます。

「その師匠の三味線の何とも言えない心地

よい音色に感動 して、稽古をつけていただ

きたいとお願いしました」

しかし当初は仕事が忙 しく稽古の日しか

三味線を持つことができない、基本の調弦

さえおばつかないのに、稽古の成果を発表

する「お浚 (さ ら)い会」の期 日は迫つてく

る、そんな中でなんとか自宅でも自主練習

の時間を持つように努力 したそ うです。

「お師匠はその人に合った教え方をされる

方で、本調子、二上がり、三下がり、と基

礎から根気よく教えていただきました」

師匠の藤本流師範、藍 (あい)さ んは長唄、

小唄を習得するために八王子花柳界の地方

(じかた 。三味線演奏担当)を勤めたことも

あるそ うです。

「三味の音は意外と遠くまで響くものです。

自宅での稽古を、少 し離れたお宅から、聞

いていますよ、などと声をかけられると嬉

しくなります。三味の音は人の心を和ませ

てくれます。三味線人口は減っているそ う

ですが、和楽器のすばらしさをもつと多く

の人に楽しんでもらえたらと思います」

船田町会  平田哲男

○
長
房
町
会
　
○
伊
藤
　
一九
　
〇
小
川
二
重
子
　
○
福
原
　
明
　
〇
八
王
子
い
ち
ょ
う
祭
り
祭
典
委
員
会
会
長

佐
々
木
研
吾
　
○
民
生
児
童
委
員
　
宇
田
友
子
　
○
松
葉
浩
充
　
　
○
長
房
自
治
会
　
○
市
川
嘉

一
〇
森
　
秀

〓
一　
〇
セ
レ
モ
ア
八
王
子
社
長
　
粕
谷
　
良
　
○
船
田
友
愛
会
代
表
　
津
里
昭

一　

〇
長
房
ジ
ャ
ガ
ー
ズ

○
長
房
西
団
地
　
寿
会
　
○
白
雪
会
　
一昌
田
登
志
子
　
○
長
房
南
団
地
友
の
会
会
長
　
伊
藤
圭

一
〇
（株
）
東
朋

社
長
　
鷹
取
久
長
　
○
（株
）新
和
社
長
　
堤
政
二
郎
　
○
東

一
号
棟
自
治
会
　
〇
小
原
　
文
　
○
長
房
子
ど
も

育
成
会
　
○
桑
原
廣
　
○
長
房
台
自
治
会
会
長
　
古
見
吉
男
　
○
お
そ
ば
の
増
田
屋
　
○
山
百
合
体
操
ク
ラ
ブ

○
い
な
り
も
り
保
育
園
　
○
長
房
ど
ん
ど
焼
き
の
会
　
○
台
町
市
民
セ
ン
タ
ー
住
民
協
議
会
会
長
　
清
水
努

○
高
尾
防
犯
協
会
会
長
　
掘
　
武
彦
　
○
浅
川
地
区
住
民
協
議
会
会
長
　
串
田
孝
義

○
横
山
南
住
民
協
議
会
会
長
　
宮
野
光
夫
　
○
山
田
栄
津
子
　
○
ビ

ュ
ウ
テ
イ
ゆ
う
ゆ
う
　
○
中
込
義
弘

○
阿
川
敏
枝
　
○
長
房
絵
画
会

一
同
　
金
沢
彩
雲
　
○
セ
ン
ト
ベ
ル
幼
稚
園
　
○
高
橋
　
繁
　
○
大
和
田
住
民

協
議
会
　
○
匿
名
　
○
手
塚
幸
保
　
〇
三
軒
在
家
　
万
会
　
〇
八
王
子
商
工
会
議
所
　
○
紅
オ
ー
ト
販
売
閉
会

長
　
堀
上
則
夫
　
○
横
山
北
町
会
自
治
会
連
合
会
　
○
新
地
町
会
○
な
で
し
こ
　
西
山
弓
子
　
○
平
田
征
哉

○
女
性
防
火
協
会
第
９
支
部
長
　
伊
藤
ミ
チ
子
　
〇
八
王
子
市
並
木
町
郵
便
局
長
　
福
嶋
裕
之
　
○
並
木
町
１

丁
目
町
会
長
　
小
澤

一
紘
　
〇
八
王
子
市
長
房
郵
便
局
長
　
浅
原
卓
史
　
〇
近
藤
内
科
医
院
院
長
　
近
藤

一
英

○
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長
房
　
○
（公
財
）
八
王
子
市
学
園
都
市
文
化
ふ
れ
あ
い
財
団
理
事
長

中
村
　
敬
　
○
チ
ジ
ミ
の
会
　
○
坂
爪
十
郎
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第
２
国
も
墨
窒
議
菫
会

「
夏
鬱
轟
』
竃
爾
知
ら
せ

２
月
に
開
催
し
好
評
で
ま
た
や

っ
て

く
だ
さ
い
と
の
声
も
あ
り
、
８
月
１０
日

（土
）
夜
７
時
～
９
時
セ
ン
タ
ー
前
河

川
敷
で
、
夏
の
星
空
観
望
会
を
開
催
し

ま
す
。
（天
候
次
第
で
順
延
）

今
回
は
月
、
土
星
、
木
星
を
中
心
に

観
測
し
ま
す
。
土
星
の
輪
、
木
星
の
縞

模
様
が
見
え
ま
す
。

ス
マ
ホ
に
も
取
り

込
め
ま
す
。
夏
の

大
三
角
形
、
星
座

の
解
説
も
予
定
し

て
い
ま
す
。
参
加

を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

（セ
ン
タ
ー

長
岡
晋
作
）

センタ∴騨燿グループの紹介48)

フラワーサータル  お 花 :0教 室

生花を使 つたフラワーア レンジメン トを

中心に、ブリザー ドフラワーやアーティフィ

シャルフラワーなど色々なスタイルのお花

を楽 しむサークルです。 メンバーは小学 1

年生か ら80代まで、男女問わず楽 しんでお

ります。月1回からご参加いただけます。
「端午まつ り」では、作品展示 と子供向け

の無料アレンジメン ト体験を開催 していま

す。いつでものぞいてみてください。

連絡先 :大谷 香 090-9000-8470
[rrrr r.-rrrrrrl
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ハーバリウムは初めての試み 参加賞はタオル、1等は?

「
長
房
ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー

ク
瀞鰊
』
角
藩
謗
い

第
６
回
目
に
な
り
ま
す
。
「長
房
周

辺
散
策
記
」
読
者
の
方

々
を
お
誘
い
し

て
、
今
回
は
「ふ
れ
あ
い
」
６‐
号
に
掲
載

（本
号
２
～
３
頁
）
し
た

コ
ー
ス
を
ご
案

内
し
ま
す
。

○
日
時
９
月
１４
日
（土
）
、
９
時
～
１２
時

雨
天
延
期

（市
民
セ
ン
タ
ー
内
掲
示

で
ご
案
内
）

○
自
由
参
加
、
予
約
不
要

（
９
時
ま
で

に
お
集
ま
り
の
方
が
メ
ン
バ
ー
に
な

り
ま
す
）

○
歩
き
や
す
い
服
装
、
履
き
物
、
飲
み

物
を
ご
用
意
下
さ
い

○
長
房
住
民
協
議
会
の
活
動
と
し
て

「ふ
れ
あ
い
」
編
集
委
員
の
伊
藤
　
完

（Ъ
ｏ
Ｒ
出
８
じ
が
ご
案
内
し
ま
す
。

ニ

1

「

ダ
“■

端
午
ま
つ
り
あ
れ
こ
れ

０
４
月
８
日
、
住
民
協
役
員
二
十
名
が
セ
ン
タ
ー
体
育

室
で
こ
い
の
ば
り
の
整
理
。
川
渡
し
用

・
竹
ざ
お
用

な
ど
、
大
き
さ

ｏ
色
組
み
合
わ
せ
、
修
理
を
実
施
し

ま
し
た
。

＊
大
き
な
こ
い
の
ば
り
が
不
足
し
て
い
ま
す
。

○
こ
い
が
落
ち
て
い
る
と
連
絡
し
て
届
け
て
下
さ
る
方

も
い
ま
す
。
竹
が
折
れ
て
い
た
り
す
る
と
、
そ
の
都

度
戸
井
田
さ
ん
に
は
苦
労
を
か
け
て
い
ま
す
。

○
駐
車
場
不
足
で
近
隣
の
方
々
に
は
迷
惑
を
お
掛
け
し

て
い
ま
す
。
少
し
で
も
軽
減
で
き
る
こ
と
を
考
え
な

く
て
は
…
…
。
駐
車
場
間
の
連
絡
に
昨
年
か
ら
の
ト

ラ
ン
シ
ー
バ
ー
採
用
は
効
果
大
。

○
作
品
展
会
場
で
は
写
真
や
絵
画
、
手
芸
品
を
評
価
す

る
声
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
会
場
作
り
も
良
好
で
す
。

○
昨
年
始
め
た
子
ど
も
演
舞
大
会
は
参
加
者
が
少
な
く

取
り
止
め
ま
し
た
。

○
折
り
紙
教
室
は
す

っ
か
り
定
着
し
て
常
連
さ
ん
も
増

え
て
い
ま
す
。
手
の
込
ん
だ
も
の
に
も
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。

○
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会
は
景
品
が
全
員
に
渡
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

〇
富
士
森
高
校
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
部
生
徒
さ
ん
の
こ
と

＊
ゴ
ミ
の
仕
分
け
協
力
に
ハ
ツ
キ
リ
声
掛
け
を
や

つ

て
い
た
だ
き
集
積
場
所
に
運
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
「

＊
ふ
あ
ふ
あ
の
会
場
は
午
後
か
ら
大
忙
し
。

つ
き

っ

き
り
の
状
況
。
休
憩
も
取
れ
な
い
ほ
ど
頑
張

つ
て
く

れ
ま
し
た
。
樹
木
の
枝
払
い
で
日
陰
が
な
く
な
り
大

変
で
し
た
。

○
よ
ろ
い
兜
は
人
気
が
上
が
り

〈八
王
子
城
跡
三
ツ
鱗

（う
ろ
こ
Ｘ
こ

の
方
々
は
大
忙
し
で
し
た
。

０
ｌｏ
連
体
で
生
花
が
入
手
出
来
ず
、
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー

を
使

っ
た

ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
の
人

気
は
上
々
で
し
た
。

冨士森高校の皆さんお疲れ様キミも戦国武将になれる!
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